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ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
十
一

月
十
五
日
は
七
五
三
。
次
々

と
親
子
連
れ
が
訪
れ
て
い

た
。本

土
へ
の
仏
教
伝
来
は

六
世
紀
。
し
か
し
、
琉
球

へ
の
仏
教
伝
来
は
十
三
世

紀
。
石
垣
島
へ
は
更
に
三

～
四
百
年
後
。
そ
し
て
、

こ
の
桃
林
寺
は
八
重
山

(

石
垣
島
、
宮
古
島
等)

で

最
古
の
寺
。
一
六
〇
九
年

に
侵
攻
し
た
薩
摩
藩
の
進

言
で
琉
球
の
尚
寧
王
に
よ
っ

て
一
六
一
四
年
に
建
て
ら

れ
た
。

し
か
し
、
一
七
七
一
年
、

明
和
の
大
津
波
で
破
壊
さ

れ
、
翌
年
再
建
。
津
波
で

山
門
の
仁
王
像
も
流
さ
れ

た
が
島
の
北
部
で
見
つ
か
っ

た
そ
う
だ
。

山
門
の
両
脇
の
石
垣
を

見
る
と
、
石
を
加
工
し
て

が
っ
ち
り
組
み
合
わ
せ
て

あ
る
。
も
う
津
波
に
は
負

け
な
い
ぞ
と
云
う
気
迫
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

初
め
は
真
言
宗
だ
っ
た

が
、
現
在
は
臨
済
宗
だ
。

桃
林

寺

の
七

五

三
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沖
縄
県
石
垣
市
新
川

二
〇
二
二
年
十
一
月

12
月
２
日
、
自
民
公
明

は
武
力
行
使
を
自
国
領
域

内
に
限
る｢

専
守
防
衛｣

を

大
転
換
。
歴
代
政
権
が

｢
違
憲｣

と
し
て
き
た｢

反

撃
能
力｣
＝｢

敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有｣
を
合
意
。

二
〇
一
四
年
安
倍
政
権

は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
違
憲
か
ら
合
憲
に
転
換
。

米
軍
が
ど
こ
か
で
攻
撃
さ

れ
る
と
集
団
的
自
衛
権
で

自
衛
隊
が｢

敵｣

基
地
を
攻

撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
自
重

ロ
シ
ア
は
国
内
か
ら
ミ

サ
イ
ル
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

発
電
所
、
病
院
等
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
を
破
壊
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
、
国
境
近
く
で

あ
れ
ば
ロ
シ
ア
の
同
様
の

施
設
を
短
距
離
ミ
サ
イ
ル

等
で
攻
撃
す
る
能
力
は
あ

る
が
、
自
重
し
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
が
ロ
シ
ア
の
一
方

的
か
つ
不
当
な
攻
撃
で
あ

る
こ
と
を
際
立
た
せ
た
。

散
々
破
壊
さ
れ
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
遂
に
ド
ロ
ー
ン

で
モ
ス
ク
ワ
に
近
い
ロ
シ

ア
軍
基
地
を
攻
撃
し
た
ら

し
い
。

も
し｢

ロ
シ
ア
が
攻
撃

す
る
徴
候
が
あ
る｣

と
云

う
だ
け
で
ロ
シ
ア
を
攻
撃

し
て
い
た
ら
、
プ
ー
チ
ン

は｢

ロ
シ
ア
が
攻
撃
さ
れ

た｣

と
大
宣
伝
。

国
際
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
の
波
は
起
き
な
か
っ

た
の
で
は
？

自
公
政
権
は
こ
う
し
た

現
実
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？

朝
日
川
柳
に｢

も
う
自

称
や
め
ま
し
ょ
う
よ
ね
平

和
の
党｣(

尾
根
沢
利
男
氏)

、

選
者
の
コ
メ
ン
ト｢

ブ
レ
ー

キ
た
り
得
ぬ
公
明
党｣

が

載
っ
た
。

｢

敵
基
地
攻
撃
能
力｣

を

保
有
す
る
よ
り
、
外
交
に

よ
り
、
戦
争
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
事
が
大
切
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

攻撃されてもロシア領への反撃を控えていた


